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順位 回答 ％
1 花 22.6%
2 手紙 18.4%
3 肩たたき券などの○○券 11.6%
4 時間（家事を手伝うことで、母親に自由時間をプレゼント） 8.9%
5 お菓子 6.8%
5 ハンカチ 6.8%
- プレゼントをあげたことがない 10.1%

株式会社 すららネット 
2014年 4月 30日 

 

 

 

 

 

 
  
  

  

  

 

オンライン学習教材「すらら」を展開する株式会社すららネット（本社：東京都千代田区、代表取締役社長： 

湯野川孝彦）では、小中高生の「母の日」に関する意識調査を小学 1 年生から高校 3 年生までの男女に実施しまし

た。 

 

1）小中高生が母親にあげて一番喜ばれたプレゼント TOP3「花」、「手紙」、「○○券」 

2）小中高生から母親への「ありがとう」、日本全国で１秒間に約 585回換算に！ 

3）小中高生のうち母親を好きなのは約 9割！ 

4）小中高生が母親の自慢できるところ TOP3「料理上手」、「いつも笑顔」、「頭の良さ」 

5）小中高生が母親に直してほしいことは、家族との関係性 

6）母親に頼るだけでなく、頼られていると感じている小中高生が約半数！ 

7）自分の母親に点数をつけたら 80.3点！ 

8）将来、母親のような人と結婚したい男子は半数以上、母親のような母になりたい女子 7割！ 

9）小中高生が選ぶ、自分の母親だったら嬉しい女性タレント TOP3 

「北川景子」「ローラ」「上戸彩」 

 

1）小中高生が母親にあげて一番喜ばれたプレゼント TOP3「花」、「手紙」、「○○券」 

 小中高生が回答する、これまでに母親にあげた母の日のプレゼントで一番喜ばれたものは、1 位「花」（22.6％）、

2位「手紙」（18.4％）、3位「肩たたき券などの○○券」（11.6％）という結果となりました。1位は定番の「花」ですが、

比較的、モノよりも思いを直接伝えられる「手紙」や「手作りのお手伝い券」など、お金では買えないモノが喜ばれる

ようです。一方で、「プレゼントをあげたことがない」という回答も約 1割ありました。 

  

■結果：「これまでに母親にあげた母の日のプレゼントで一番喜ばれたものは何ですか？」の回答トップ 5（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

※本リリースの調査結果をご利用頂く際は、「すららネット調べ」とご明記下さい。 

 

 

 

～小中高生の「母の日」に関する意識調査 2014～ 

小中高生が付けた自分の母親の点数は？ 
小中高生から母親への「ありがとう」、全国で１秒間に約 585回換算に！ 

将来、母親のような人と結婚したい男子、昨年に引き続いて半数以上！ 

小中高生が選んだ自分の母親だったら嬉しい女性タレント TOP3は 

「北川景子」・「ローラ」・「上戸彩」 
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2）小中高生から母親への「ありがとう」、日本全国で１秒間に約 585回換算に！ 

小中高生に対し、母親に「ありがとう」と言う 1日の平均回数を聞いたところ、平均約 3.7回となりました。小中

高生は全国で約 1,353万 3,000人いることから算出すると、小中高生は 1日当たり約 5,050万 6,336回ほど母

親に「ありがとう」と言っている計算となるため、1秒間に約 585回の「ありがとう」が日本の小中高生から母親に

伝えられていることになります。（出典：文部科学省「平成 25年度学校基本調査」平成 25年 12月発表） 

 

■結果：「母親に 1日平均何回「ありがとう」と言いますか？」の回答（単数回答） 

          ※50回以上という回答は異常値として 14の回答を除外、無回答 2  

  

 

 

 

3）小中高生のうち母親を好きなのは約 9割！  

 小中高生に母親が好きかと質問したところ、「好き（「好き」と「どちらかといえば好き」の計）」との回答が

89.9％という結果でした。男女別では男子が平均 88.8％、女子が 92.1％となり、若干、男子より女子の方が母

親好きが多いようです。また、2013 年に実施した同内容の調査と比較すると、全体において「好き（「好き」と「ど

ちらかといえば好き」の計）」は 93.4％から 3.5pt、男子は 91.1％から 1.2pt、女子は 95.7％から 3.6pt下がる結果

となり、昨年より若干残念な結果となっています。 

 

■結果：「自分の母親のことが好きですか？」の回答（単数回答）  ※無回答 2 

  【2014年】                                
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▲すららＴＯＰ画面 
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4）小中高生が母親の自慢できるところ TOP3「料理上手」、「いつも笑顔」、「頭の良さ」 

 友達に自慢できる母親に関することTOP3は「料理が上手いところ」（48.4％）、「いつも笑顔なところ」（30.9％）、「頭

が良いところ」（19.6％）という結果となり、自慢できることとしては内面的なことが上位を占め、内面は自慢できるけ

ど、外見はちょっと・・・という子どもの気持ちが見え隠れする結果となりました。 

 

■結果：「母親のどんなところを友達に自慢できますか？」の回答（複数回答）  ※無回答 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5）小中高生が母親に直してほしいことは、家族との関係性！ 

 母親の直してほしいところは、「口うるさいところ」が 43.0％でダントツでした。一方、「直してほしいところはない」と

いう回答も約3割にのぼりました。ちょっと口うるさいな、と思いながらも、そのままの母親を受け入れている小中高

生の母親に対する思いが感じられる結果となりました。 

 

■結果：「母親のどんなところを直してほしいと思いますか？」の回答（複数回答） ※無回答７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲すららＴＯＰ画面 
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6）母親に頼るだけでなく、頼られていると感じている小中高生が約半数！ 
 小中高生に母親との関係性を聞いたところ、「お互いに頼って生活している関係」が49.0％で最も割合が多く、

次いで、「自分、もしくは母親が相手に頼って生活している関係」（21.7％）、「友達のような関係」（11.6％）という

結果になりました。母親に頼っているだけではなく、母親からも頼られていると感じている小中高生が約半数に

のぼることがわかりました。 

 

■結果：「母親との関係は次のどれに近いですか？」の回答（単数回答） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7）自分の母親に点数をつけたら 80.3点！ 
  自分の母親に点数をつけるとしたら 100点満点中、平均 80.3点という結果となりました。男女別では男子が
平均 79.9点、女子が 81.2点となり、女子のほうが母親を高く評価している傾向がうかがえます。2013年に実施
した同内容の調査と比較すると、全体では 82.3点から 2点、男子は平均 80.1点から 0.2点、女子は 84.5点か
ら 3.3 点低くなっており、母親が好きかどうかという前述の質問同様、昨年より母親に対して若干厳しい評価と
なっています。 

 

■結果：「自分の母親に点数をつけるとしたら何点ですか？100点満点でお答えください。」の回答（単数回答） ※無回答 8 

   【2014年】 

 

 

     【2013年】 
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8）将来、母親のような人と結婚したい男子は半数以上、母親のような母になりたい女子 7割！ 
  男子を対象に、将来結婚するなら自分の母親のような人と結婚したいか聞いたところ、「結婚したい（「結婚し
たい」・「どちらかといえば結婚したい」の計）」は 53.0％ということが分かりました。 

2013年に実施した同内容の調査では、「結婚したい（「結婚したい」・「どちらかといえば結婚したい」の計）」が
52.7％だったため、若干、割合は増加傾向にあり、昨年に引き続き、半数以上の男子が母親のような人と結婚
したいと思っていることが明らかとなりました。 
加えて、女子を対象に、将来自分の母親のような母になりたいかと聞いたところ、「なりたい（「なりたい」・「ど

ちらかといえばなりたい」の計）」が 70.2％でした。2013年は「なりたい（「なりたい」・「どちらかといえばなりたい」
の計）」が 75.1％だったことと比較すると 4.9pt下がってはいますが、7割以上の女子が母親のような母になりた
いと感じているようです。 

 

■結果：【対象：男子】「将来結婚するなら自分の母親のような人と結婚したいですか？」の回答（単数回答） ※無回答６ 

     【2014年】    【2013年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■結果：【対象：女子】「将来、自分の母親のような母になりたいですか？」の回答（単数回答） 

     【2014年】    【2013年】 
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順位 回答 ％
1 北川景子 18.7%
2 ローラ 16.0%
3 上戸彩 14.2%
4 壇蜜 7.1%
4 夏目三久 7.1%
4 大島美幸（森三中） 7.1%
5 村上知子（森三中） 3.3%

 
9）小中高生が選ぶ、自分の母親だったら嬉しい女性タレント TOP3 
「北川景子」「ローラ」「上戸彩」 

  自分の母親だったら嬉しい女性タレントは誰か聞いたところ、TOP3 は「北川景子」（18.7％）、「ローラ」

（16.0％）、「上戸彩」（14.2）という結果となりました。1位の北川さん、2位のローラさんとも、母親のイメージはあ

まり強くありませんが、小中高生からの人気が高く、北川さんは憧れの存在であり友達に自慢できる母親として、

ローラさんは明るい家庭になりそうな母親として選ばれたのではないかと思われます。3 位の上戸さんは映画

等で母親役を演じていることに加え、ご結婚されたことで家庭的なイメージも増したことが要因ではないかと考

えられます。その他、4位・5位には森三中のお二人がランクインしており、妊活休業に入る予定の大島さんが 4

位に、先日、第 1子をご出産された村上さんが 5位となりました。 

 

■結果：「自分の母親だったらうれしい女性タレントは誰ですか？」の回答（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査概要＞ 

【2014年】 

1) 調査名    ：小中高生の「母の日」に関する意識調査 

2) 調査方法  ：e ラーニング教材「すらら」のログイン画面にて回答を得た 

3) 調査対象  ：小学 1年生から高校 3年生までの男女 

4) 調査期間  ：2014年 4月 3日～2014年 4月 17日 

5) 有効回答数：337名＜男子：66.2％・女子：33.8％、小学生：14.8％・中学生：76.0％・高校生：9.2％＞  

 

【2013年】 

1) 調査名   ：小中高生の「母の日」に関する意識調査 

2) 調査方法  ：e ラーニング教材「すらら」のログイン画面にて回答を得た 

3) 調査対象  ：小学 1年生から高校 3年生までの男女 

4) 調査期間  ：2013年 3月 15日～2013年 4月 15日 

5) 有効回答数：336名＜男性：50.6％・女性： 49.4％、小学生：17.9％・中学生：72.0％・高校生：10.1％＞  
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■オンライン学習教材「すらら」とは 
【学習範囲】小学校高学年～高校 3年生までの学習指導要領に準拠 
【対応教科】英語・数学・国語 
【ユーザー数】25,000名（2013年 7月末現在） 
【特徴】  

○Point 1 スモールステップでわかりやすいインタラクティブ授業 

1つの単元は 10から 15分程度で、小さな階段を少しずつ上るような構成。 

しかも授業は一方的ではなく、随所で先生役のキャラクターが問いかけを行い、問題に答えていくというイ

ンタラクティブスタイル。そのため、飽きることなく、適度な緊張感を持続し、楽しみながら学習を進めていく

ことが可能。 

 

○Point 2 難易度調整や弱点診断ができる演習ドリル 

一人ひとりの理解度に応じて出題される問題の難易度を調整する「出題難易度コントロールシステム」を

搭載。「簡単すぎず難しすぎない」問題が出題されることで、達成感を感じ自信を深めながら、学習を進め

ることが可能に。また、何がわからないから問題が解けないのか理由を探る「弱点自動判別システム」も搭

載。 

 

○Point 3 現役の塾の先生による手厚いフォロー 

いつまでにどこまでの学習をするかといった「月１回の目標設定」や、つまずいているところがないか「週 1

回程度の電話やメールでの進捗確認」など、継続して取り組めるよう現役塾講師がフォロー。また、オンラ

イン学習だからこそ、学習内容や正答率・解く速さなども詳細に把握できるので、お子様一人ひとりに応じ

たきめ細やかな学習指導が可能。 

 
＜参考＞これまでのオンライン学習教材の大半は以下の 3パターン 

1．動画配信型：カリスマ講師のレクチャービデオを視聴するタイプ 

「理解」にはすぐれているが「反復」の部分がないためやりっぱなしになってしまい、実力が身につかない傾向があ

る。また、一方的な説明となるため、 比較的意識の高いお子様でないと、集中力が続かない。 

2．問題集型：問題集の結果をパソコンに打ち出して結果分析をするタイプ 

「定着」にすぐれているが「理解」の部分がないため、学力の高い生徒でないと一人で学習を進めることが困難な

傾向がある。 

3．ゲーム型：携帯用ゲーム機などを使って学習するタイプ 

非常に楽しく学習できるが、単語など反復による暗記系が中心で、体系的な学習には不向き。 

 
   「すらら」はこうしたそれぞれの短所を補い、長所を相乗効果的に組合せた、理想の"次世代型教育システ
ム"です。 
 
■すららの「ゲーミフィケーション的要素」 
①他のユーザーと「総学習時間」や「クリアユニット数」で競い合う緊張感 
②キャラクターによる対話形式で根本理解を深める本格的なレクチャー 
③ドリルパートにて、生徒ごとにカスタマイズされた問題を解き、 
   各ステージをクリアするという快感 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■ 株式会社すらら ネット 会社概要 
○ 設立：2008年 8月 ○資本金：11,325万円 ○所在地：東京都千代田区内神田 
○ 事業内容：オンライン学習による教育サービスの提供および運用コンサルティング、 

     マーケティングプロモーション及びホームページの運営 
○ 会社 URL： http://surala.jp/ 


